
学力向上と教員の資質向上について H29.10.23
県教育委員会

・熱心な教員ほど、子どもの日々の姿にのみ気を取られてしまい、全国的な
状況の中で、自校の子どもの課題を把握できていない傾向が見られる。
・自校の子どもの課題を把握し、自校の取組の強みと弱みを認識することで、
自らの授業改善へのモチベーションにつなげる。

全国調査における各学校のＫＰＩをレーダーチャートにして配布し、各学校
で研修を実施するように指導

全国調査の結果から、学力の向上が進まない状況や学習意欲が低位である傾向が続いている

児童生徒の学力を向上させるためには、授業を変える必要がある 教員の資質向上が重要

教員が自校の課題を把握し、自らの授業改善に生かす

興味を喚起する授業、子どもが質問できる授業の実施

・学習意欲は、小から中へと学校段階が上がるにつれ低下。
・子どもの学習意欲を高める興味を喚起する授業、子どもが質問できる授業
が、小学校に比べ、中学校ではあまり行われていない。

小・中合同の授業研究に優先的に指導主事を派遣。教員が学び合う機会
とし、特に中学校教員が、小学校の授業づくりを自らの授業に生かす。

学力向上の効果的な方策を研究し、教員に指導（予定）

・２年前に県独自の学力調査を行った小４と中１が、今年度に全国調査を実
施しており、調査結果の比較による同一集団の経年変化を現在分析中。
・同一集団で学力向上が顕著な学校への聞き取り調査を今後実施予定。

調査報告を本年度中にまとめるとともに、報告の中で、教員に求められる
授業力の具体を明らかにし、市町村教育委員会をはじめ各学校教員への
周知・普及を図る予定。
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学習意欲の小・中比較

小学校奈良 小学校全国 中学校奈良 中学校全国

（％）

資料３

貴校

平成29年度全国学力・学習状況調査

学校名 ○○立△△小学校

学習に対する関心・意欲・時間等（抜粋）

全国平均

差

+4.9

項目（奈良県教育振興大綱の重要業績評価指標）

「とても当てはまる」「まあ当てはまる」と回
答した児童の割合（％）

65.4 60.5１．国語の勉強が好き
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１．国語の勉強が好き

２．国語の勉強は大切

３．国語の授業の内容はよく分

かる

４．国語の授業で学習したこと

は、将来、役に立つ

５．算数の勉強が好き

６．算数の勉強は大切
７．算数の授業の内容はよく分

かる

８．算数の授業で学習したこと

は、将来、役に立つ

９．家で、自分で計画を立てて

勉強をしている

１０．家で、普段（月～金）の学

習時間※

１１．学校の授業時間以外の読

書の時間※

全国平均を50としたときの貴校の割合 全国平均（50）

※10、11について、「全くしない」と回答した児童を除く児童の割合を示しています。


